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歳出
【目的別】

歳入

その他　59億3601万円（2.0％）

国庫支出金　548億6155万円（18.8％）

特別区交付金
883億3751万円（30.3％）
区と東京都で分配している
固定資産税や法人住民税など

特別区税　
697億8170万円（24.0％）
特別区民税、軽自動車税、
特別区たばこ税、入湯税

都支出金
274億7595万円（9.4％）

地方消費税交付金
154億2000万円（5.3％）

繰入金
101億5183万円（3.5％）

特別区債　
67億2900万円（2.3％）

諸収入
54億8323万円（1.9％）

使用料及び手数料　
50億6802万円（1.8％）

生活保護や高齢者・障害者施策、健康づくりなどの経費
保健福祉費　930億2888万円（31.9％）

こども家庭費
739億4158万円（25.4％）

保育所や児童館、児童手当などの経費

小中学校や幼稚園、図書館などの経費
教育費　305億4595万円（10.5％）

産業経済費、議会費、諸支出金、予備費
その他　92億909万円（3.2％）

区民費　190億304万円（6.5％）
戸籍・住民基本台帳事務や区民事務所などの経費

土木費　
133億3531万円（4.6％）
公園や道路の建設・管理などの経費

地域文化費　
68億2895万円（2.3％）
地域振興や文化・生涯学習、
スポーツ振興などの経費

都市整備費　47億3299万円（1.6％）
まちづくりの経費

公債費　46億8458万円（1.6％）
区が借りたお金の返済に充てる経費

（元本・利子・手数料など）

環境費　129億5875万円（4.5％）
温暖化対策や清掃リサイクル、
緑化推進などの経費

防災や広報、電算システムなどの経費
総務費　229億7568万円（7.9％）

繰越金　20億円（0.7％）

令和４年度一般会計予算　2912億4480万円
区民とともにコロナ禍を乗り越え、練馬の未来を拓くため、「練馬区モデル」を進化させる予算

主な事 業を紹介します

●（仮称）都立練馬児童相談所の設置～児童相談体制「練馬区モデル」
　 の進化 【4219万円】
●保育サービスの充実 【12億9178万円】
●子育てサポートの充実 【7112万円】
●小学生の放課後の居場所の充実 【26億7608万円】
●夢や目標を持ち困難を乗り越える力を備えた子どもたちの育成
 【39億9175万円】

子どもたちの笑顔輝くまち

●高齢者地域包括ケアシステムの確立 【２億3406万円】
●高齢者の生活を支える介護保険サービス等提供体制の充実
 【４億6597万円】
●元気高齢者の活躍と健康づくり・介護予防の推進 【4124万円】

高齢者が住みなれた地域で暮らせるまち
●地域特性を活かした企業支援と商店街の魅力づくり
 【２億2948万円】
●生きた農と共存するまち練馬 【２億1087万円】
●みどりの中で優れた文化芸術を楽しめるまち 【２億2692万円】
●豊かなみどりの中で誰もがスポーツを楽しめるまち
 【３億7916万円】

いきいきと心豊かに暮らせるまち

●大江戸線延伸の事業着手に向けて前進 【9114万円】
●災害リスクに応じた「攻めの防災」の推進 【５億7613万円】
●交通インフラの整備促進と駅周辺まちづくりの推進 
 【14億3110万円】
●練馬のみどりを未来へつなぐ 【３億9865万円】
●脱炭素社会の実現に向けた総合的な環境施策の展開
 【４億6164万円】

安全・快適、みどりあふれるまち

●感染症対応力の強化と安心して医療が受けられる体制の整備
 【57億2335万円】
●障害者が地域で暮らし続けられる基盤の整備 【５億7857万円】
●ひとり親家庭や生活困窮世帯等の自立を応援 【３億5945万円】
●コロナ禍を乗り越える区民一人ひとりの健康づくりを応援
 【4052万円】

安心を支える福祉と医療のまち

●区民協働による住民自治の創造 【1758万円】
●窓口から区役所を変える 【5470万円】
●ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進 【２億7521万円】

区民とともに区政を進める

一般会計の内訳は下のグラフのとおりです（各合計額は四捨五入のため、総額と一致しないことがあります）。前年度から86億6707万円（3.1％）の増となりました。
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　区は約74万人の人口を抱えながらも、重篤な救急患者に対して高度な
医療を総合的に提供する三次救急医療機関がないため、毎年1,000人以
上の区民が、区外の医療機関に搬送されている。
　また、本区に加え、環状八号線沿いの自治体は、三次救急医療機関が
ない空白地域となっている。
　感染症の拡大時や、災害時に備えた医療提供体制を確保するためにも
三次救急医療レベルの機能が整備されることは、区の重要課題であり、
昨年10月には、練馬区長から都知事に直接、三次救急医療機関の指定に
ついて協力要請を行ったところである。
　都は、三次救急医療機関について、令和４年度、新たに２病院の指定
を予定していることを明らかにした。
　よって、本区議会は都に対し、下記の事項について取り組むことを求
める。

記

１ 　順天堂大学医学部附属練馬病院の三次救急医療機関の令和４年度の
指定に向けて、病院、区と協議を進められたい。
２ 　災害拠点病院である順天堂大学医学部附属練馬病院においては、災
害時の応急処置等の対応スペースや備蓄物資等の保管場所の確保のた
め、さらなる施設整備が不可欠である。しかし、現在の建築規制の下
では困難な状況であることから、用途地域等の変更について、区と協
議を進められたい。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　令和４年３月15日

▷宛先・・東京都知事
（提出委員会：医療・病院整備等特別委員会）　

● 順天堂大学医学部附属練馬病院における三次救
急医療機関の指定等を求める意見書

意 見 書


